
肥
料
利
用
拡
大
の
推
進
役
に

民
間

社
で
設
立
　

国
策
追
い
風
に
活
動
展
開

日本下水汚泥資源化協会
シ

ル
ド
位
置
を
可
視
化

情
報
共
有
ツ

ル
開
発

清水建設

吉村会長

Ｃ
Ｎ
対
応
新

社
屋
が
完
成

安
藤
ハ
ザ
マ

事
業
統
合
後
初

の
安
全
大
会

Ｔ
Ｊ
Ｔ
Ｍ

プ
ロ
バ
ス
ケ
チ

ム

と
パ

ト
ナ

契
約

Ｔ
Ｊ
Ｔ
Ｍ

締
結
記
念
し
グ

ズ
贈
呈

各事業所から所長が出席

関
係
者
と
来
賓
で
設
立
祝
う

石川県内 管きょ一次、　二次調査の概況
日 　本 　下 　水 　道 　新 　聞（１１） ２０２４年（令和６年）１月３１日

　
下
水
汚
泥
の
肥
料
利
用
拡
大
が
国
策
と
し
て
進
め
ら
れ
る
中

そ
の
受
け
皿
と
な
る

業
界
団
体
﹁
日
本
下
水
汚
泥
資
源
化
協
会
﹂
が
昨
年

月
に
設
立
さ
れ
た

そ
の
設
立

披
露
会
が

日
に
都
内
で
開
か
れ

国
会
議
員
や
関
連
団
体
か
ら
多
数
の
来
賓
が
訪

れ

食
糧
安
全
保
障
の
観
点
や
持
続
可
能
な
社
会
形
成
に
向
け
た
焦
点
と
な
る
下
水
汚

泥
の
肥
料
利
用
の
推
進
役
と
し
て

同
協
会
の
今
後
の
事
業
活
動
へ
大
き
な
期
待
を
寄

せ
た


栗
田
工
業
と
Ｆ
ｒ
ａ
ｃ
ｔ

ａ
　

Ｌ
ｅ
ａ
ｐ
は
水
処
理
薬

品
・
装
置
に
係
る
グ
ロ

バ

ル
共
通
の
デ

タ
統
合
基
盤

を
構
築
し
た
と
発
表
し
た


ク
リ
タ
グ
ル

プ
の
水
処
理

に
係
る
設
備
運
転
や
薬
剤
注

入

水
質
な
ど
の
デ

タ
を

一
元
的
に
収
集
・
蓄
積
・
利
活

用
す
る
こ
と
で

節
水
や
Ｇ

Ｈ
Ｇ
排
出
削
減

資
源
循
環

に
寄
与
す
る
ア
プ
リ
ケ

シ


ン
を
迅
速
に
開
発
・
提
供

す
る
体
制
の
さ
ら
な
る
強
化

に
つ
な
が
る
と
見
て
い
る


２
社
で
は
共
同
で

デ
ジ

タ
ル
技
術
に
よ
る
水
処
理
装

置
の
設
計
・
生
産
お
よ
び
運

転
管
理
の
ス
マ

ト
化
を
目

指
す
﹁
メ
タ
・
ア
ク
ア
プ
ロ

ジ

ク
ト
﹂
に
取
り
組
み


タ
グ
ル

プ
の
各
現
場
か
ら

収
集
さ
れ
る
水
処
理
薬
品
・

装
置
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

デ

タ
を
一
元
的
に
蓄
積

し

横
断
的
に
利
活
用
す
る

た
め
の
新
た
な
デ

タ
基
盤

ア
プ
リ
開
発
に
必
要
な
各
種

デ

タ
の
共
有
・
分
析
が
効

率
化
す
る
な
ど
の
メ
リ

ト

を
見
込
む

デ

タ
ク
ラ
ウ

ド
に
は
﹁
ｓ
ｎ
ｏ
ｗ
ｆ
ｌ
ａ

ｋ
ｅ
﹂
を
採
用
し
た


１
日
よ
り
頒
布
さ
れ
る
運
び

と
な

た

日
本
コ
ン
ク
リ


ト
防
食
協
会
が
明
ら
か
に

し
た


改
訂
版
手
引
き
の
主
な
改

訂
点
は
次
の
通
り


▽
日
本
下
水
道
事
業
団
以

外
の
発
注
事
業
体
に
対
し
専

門
技
術
者
の
資
格
要
件
に

﹁
コ
ン
ク
リ

ト
防
食
技

士
﹂
と
す
る
こ
と
を
提
案
す

る
記
述
を
専
門
技
術
者
の
資

格
要
件
と
し
て
掲
載

▽
二

酸
化
炭
素
に
よ
る
劣
化
と
対

策
に
つ
い
て
の
記
述
を
本
文

に
掲
載
▽
日
本
下
水
道
事
業

団
﹁
下
水
道
コ
ン
ク
リ

ト

安
藤
ハ
ザ
マ
︵
国
谷
一
彦

社
長
︶
が
仙
台
市
内
で
建
設

を
進
め
て
い
た
仙
台
安
藤
ハ

ザ
マ
ビ
ル
が
完
成
し
た
︵
写

真
︶

日
に
同
社
東
北
支

店
を
移
転
し

営
業
を
開
始

し
た


カ

ボ
ン
ニ


ト
ラ
ル

社
会
実
現
を
意
識
し
﹁
地
域

特
性
を
生
か
し
た

健
康
か

つ
生
産
性
の
高
い

省
エ
ネ

ル
ギ

な
次
世
代
オ
フ

ス

ビ
ル
﹂
を
コ
ン
セ
プ
ト
に


井
戸
水
を
利
用
し
た
天
井
輻

射
空
調
方
式
や

太
陽
光
パ

ネ
ル
に
よ
る
日
射
抑
制
を
兼

ね
た
バ
ル
コ
ニ

な
ど

さ

ま
ざ
ま
な
環
境
技
術
を
採
用

し
て
い
る


自
社
に
よ
る
設
計
・
施
工

で
地
上

階

地
下
１
階


延
床
面
積
は
７
８
９
４
平
方



１

３
階
を
同
社
事
務

所
と
し
て
利
用
す
る


▽
所
在
地

〒
９
８
０
｜

８
６
４
０

仙
台
市
青
葉
区

片
平
１
丁
目
２
番

号
▽
電

話
︵
代
表
︶

０
２
２
｜
２

６
６
｜
８
１
１
１
　

清
水
建
設
︵
井
上
和
幸
社

長
︶
は

日

地
中
を
掘
進

す
る
シ

ル
ド
マ
シ
ン
の
現

在
位
置
を
タ
ブ
レ

ト
端
末

の
Ａ
Ｒ
画
面
で
リ
ア
ル
タ
イ

ム
に
確
認
で
き
る
情
報
共
有

ツ

ル
﹁
Ｓ
ｈ
ｉ
ｍ
ｚ
　
Ａ

Ｒ
　
シ

ル
ド
﹂
を
開
発
し

た
と
発
表
し
た

菱
友
シ
ス

テ
ム
ズ
と
の
共
同
開
発

タ

ブ
レ

ト
端
末
を
地
表
面
に

か
ざ
す
と
現
在
の
正
確
な
位

置
情
報
を
反
映
し
た
シ

ル

ド
マ
シ
ン
の
モ
デ
ル
画
像
が

投
影
・
可
視
化
さ
れ
る

福

岡
県
内
で
施
工
中
の
シ

ル

ド
ト
ン
ネ
ル
現
場
で
行

た

実
証
試
験
で
は

数
セ
ン
チ

メ

ト
ル
レ
ベ
ル
の
誤
差
で

シ

ル
ド
マ
シ
ン
の
現
在
位

置
を
捕
捉
で
き

有
効
性
を

確
認
で
き
た
と
い
う


シ

ル
ド
ト
ン
ネ
ル
工
事

で
は

事
前
に
設
定
し
た
計

画
線
に
沿

て
ト
ン
ネ
ル
を

掘
進
す
る

地
中
を
移
動
す

る
シ

ル
ド
マ
シ
ン
の
現
在

位
置
を
地
上
か
ら
把
握
す
る

に
は

工
事
の
進
捗
デ

タ

を
基
に
掘
進
場
所
を
推
定
す

る
こ
と
は
で
き
る
が

１
日

に
最
大
で


以
上
掘
進
す

る
シ

ル
ド
マ
シ
ン
の
現
在

位
置
を
正
確
か
つ
リ
ア
ル
タ

イ
ム
に
捕
捉
す
る
の
は
困
難

な
状
況
に
あ

た
と
い
う


﹁
Ｓ
ｈ
ｉ
ｍ
ｚ

Ａ
Ｒ
シ


ル
ド
﹂を
使
用
す
る
に
は


ま
ず
タ
ブ
レ

ト
端
末
の
ア

プ
リ
画
面
の
受
信
ボ
タ
ン
を

タ

プ
し

シ

ル
ド
マ
シ

ン
か
ら
発
信
さ
れ
る
現
在
位

置
情
報
を
取
得
次
に
ト
ン

ネ
ル
計
画
中
心
線
上
の
測
点

に
設
置
し
た
座
標
情
報
を
有

す
る
Ａ
Ｒ
マ

カ

を
タ
ブ

レ

ト
端
末
の
カ
メ
ラ
で
撮

影
し

端
末
側
の
現
在
位
置

を
確
定
さ
せ
る
と

端
末
と

マ
シ
ン
の
位
置
情
報
が
シ
ス

テ
ム
上
で
紐
付
け
ら
れ
る


こ
の
状
態
で
端
末
の
カ
メ
ラ

を
地
表
面
に
向
け
る
と

シ


ル
ド
マ
シ
ン
の
現
在
位
置

を
示
す
モ
デ
ル
画
像
が
実
映

像
に
重
ね
合
わ
せ
て
表
示
さ

れ
る

掘
削
の
進
捗
に
応
じ

て
シ

ル
ド
マ
シ
ン
が
移
動

し
た
際
も

位
置
情
報
が
随

時
更
新
さ
れ

Ａ
Ｒ
画
面
の

モ
デ
ル
画
像
も
移
動
す
る


２
Ｄ
／
３
Ｄ
の
各
モ

ド

を
選
択
で
き

３
Ｄ
モ

ド

で
は
地
下
の
透
視
画
面
に
シ


ル
ド
マ
シ
ン
の
３
次
元
モ

デ
ル
画
像
を
実
際
の
深
度
を

反
映
し
て
表
示
さ
れ
る


こ
の
ツ

ル
を
活
用
す
る

こ
と
で

工
事
関
係
者
や
地

域
住
民
に
現
在
の
掘
削
位
置

や
掘
削
進
路
を
現
地
で
簡
単

に
説
明
で
き
る
よ
う
に
な

り

掘
進
イ
メ

ジ
の
共
有

が
ス
ム

ズ
に
進
む
効
果
が

期
待
で
き
る
と
見
て
い
る


月
島
ジ

イ
テ
ク
ノ
メ
ン

テ
サ

ビ
ス
︵
Ｔ
Ｊ
Ｔ
Ｍ


伊
藤
道
夫
社
長
︶
は

プ
ロ

バ
ス
ケ

ト
ボ

ル
チ

ム

﹁
東
京
ユ
ナ
イ
テ

ド
バ
ス

ケ

ト
ボ

ル
ク
ラ
ブ
︵
Ｔ

Ｕ
Ｂ
Ｃ
︶﹂
と
２
０
２
３
｜

２
０
２
４
シ

ズ
ン
の
オ
フ


シ

ル
パ

ト
ナ

契
約

を
締
結
し
た
Ｔ
Ｕ
Ｂ
Ｃ
は


東
京
ベ
イ
エ
リ
ア
を
ホ

ム

と
す
る
Ｂ
リ

グ
・
Ｂ
３
所

属
の
プ
ロ
チ

ム

同
社
と

同
じ
く
東
京
都
江
東
区
に
拠

点
を
置
く


月
島
ジ

イ
テ
ク
ノ
メ
ン

テ
サ

ビ
ス
︵
Ｔ
Ｊ
Ｔ
Ｍ


伊
藤
道
夫
社
長
︶
は

東
京

・
大
阪
各
会
場
で
全
国
１
３

０
カ
所
の
事
業
所
長
参
加
の

下
安
全
大
会
を
開
催
し
た


昨
年

月
の
月
島
Ｊ
Ｆ
Ｅ

ア
ク
ア
ソ
リ


シ

ン
発

足

事
業
統
合
に
伴
い

Ｔ

Ｊ
Ｔ
Ｍ
に
つ
い
て
も
Ｊ
Ｆ
Ｅ

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
の
国
内

水
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
事
業

の
統
合
に
よ
り

上
下
水
道

施
設
の
ほ
か
に
新
事
業
領
域

と
し
て
バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用

お
よ
び
汚
泥
再
生
処
理
施
設

の
運
転
管
理
に
関
わ
る
業
務

が
拡
大
し
た

新
た
な
体
制

の
下

安
全
衛
生
手
法
の
統

一
化
を
図
る
狙
い
で
今
回


安
全
大
会
が
企
画
さ
れ
た
も

の
冒

頭
に
鶴
田
正
一
維
持
管

理
本
部
長
の
労
働
安
全
宣
言

の
後

伊
藤
社
長
が
﹁
事
業

統
合
に
よ
り

各
社
が
築
い

て
き
た
技
術
や
制
度
を
共
有

す
る
こ
と
で

新
た
な
シ
ナ

ジ

が
生
ま
れ
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
る

そ
れ
を
創
造

す
る
た
め
に
は
全
従
業
員
が

安
全
を
最
優
先
し

同
じ
目

標
を
も

て
行
動
す
る
必
要

が
あ
る
﹂
と
の
意
気
込
み
を

語

た


安
全
大
会
で
は

安
全
衛

生
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
木
村

宏
吉
氏
が
﹁
最
近
の
災
害
事

例
に
見
る
安
全
管
理
の
こ
れ

か
ら
﹂
と
題
し
講
演

質
疑

応
答
で
は

出
席
者
か
ら
労

働
災
害
事
故
の
発
生
を
抑
制

す
る
に
は
ど
う
す
べ
き
か
活

発
な
質
疑
応
答
換
が
行
わ
れ

た
同

社
は
上
水
・
処
理
場


そ
し
て
バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用

施
設
と
多
様
な
現
場
で
高
度

な
Ｏ
＆
Ｍ
事
業
を
展
開
し
て

い
く
中
で

従
業
員
へ
の
安

全
教
育
を
充
実
さ
せ

安
全

意
識
の
さ
ら
な
る
向
上
に
つ

な
げ
て
い
く
た
め
に
も
今
後

も
安
全
作
業
訓
練
や
Ｖ
Ｒ
教

育

安
全
衛
生
パ
ト
ロ

ル

な
ど
を
全
事
業
所
に
展
開
し

て
い
く
と
し
て
い
る


て
技
能
五
輪
に
採
用
さ
れ
た

も
の
で

日
本
勢
の
参
加
は

前
回
︵

回
大
会
︶
が
初


日
本
代
表
選
手
だ

た
同
社

グ
ル

プ
社
員
が
銅
メ
ダ
ル

を
取
得
し
て
い
る


　
設
立
披
露
会
で
は

設
立

発
起
人
か
つ
協
会
の
会
長
を

務
め
る
共
和
化
工
の
吉
村
俊

治
社
長
が
登
壇

国
・
自
治

体
を
は
じ
め
と
す
る
協
力
者

へ
感
謝
の
意
を
示
す
と
と
も

に

国
策
を
追
い
風
に
環
境

保
全
型
農
業
の
推
進

日
本

の
食
料
安
全
保
障
へ
の
貢
献

を
協
会
と
し
て
の
ス
ロ

ガ

ン
と
し
て
掲
げ

需
要
家
で

あ
る
農
家
に
安
価
で
高
品
質

な
肥
料
を
提
供
す
る
た
め
の

諸
活
動
に
邁
進
す
る
と
力
を

込
め
た

そ
の
た
め
に
実
証

実
験
を
通
じ
た
シ
ス
テ
ム
構

築

Ｊ
Ａ
全
農
と
の
協
働
関

係
構
築
な
ど
を
目
下
の
活
動

目
標
と
し
た


　
日
本
の
食
料
安
全
保
障
の

観
点
か
ら

輸
入
に
依
存
す

る
リ
ン
の
自
給
率
向
上
が
焦

点
と
な

て
い
る

そ
の
中

で

下
水
汚
泥
由
来
の
リ
ン

資
源
は
全
輸
入
量
の
１
割
強

の
ポ
テ
ン
シ

ル
を
有
す
る

と
試
算
さ
れ
て
お
り
長
年
注

目
を
集
め
て
き
た

特
に
こ

こ
３
年
で
下
水
汚
泥
の
資
源

利
用
に
向
け
た
動
き
が
活
発

化
し
て
い
る


　
令
和
３
年
度
に
は
農
林
水

産
省
が
策
定
し
た
﹁
み
ど
り

の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
﹂
に

お
い
て
持
続
可
能
な
食
料
シ

ス
テ
ム
構
築
に
向
け

下
水

汚
泥
中
に
含
ま
れ
る
リ
ン
の

回
収
技
術
が
位
置
付
け
ら

れ

同
年
末
に
は
肥
料
の
公

定
規
格
改
正
に
伴
い
汚
泥
系

肥
料
の
登
録
が
簡
素
化
さ
れ

た


　
令
和
４
年
度
に
閣
議
決
定

さ
れ
た
バ
イ
オ
マ
ス
活
用
推

進
基
本
計
画
で
は
２
０
３
０

年
目
標
で
下
水
汚
泥
の
バ
イ

オ
マ
ス
リ
サ
イ
ク
ル
率
が


％
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
ほ

か

岸
田
文
雄
首
相
の
指
示

の
下

国
土
交
通
省
と
農
林

水
産
省
が
連
携
し
て
食
料
品

の
物
価
高
騰
対
策
の
緊
急
パ


ケ

ジ
を
策
定
す
る
こ

と

そ
の
一
方
策
と
し
て
下

水
汚
泥
・
堆
肥
等
の
未
利
用

資
源
の
利
用
拡
大
を
図

て

い
く
方
向
性
が
示
さ
れ

官

民
有
識
者
か
ら
な
る
検
討
会

が
設
置
さ
れ
た


　
令
和
５
年
に
は
国
土
交
通

省
下
水
道
部
長
名
で

発
生

し
た
汚
泥
の
処
理
方
式
を
原

則
肥
料
化
と
す
る
方
針
を
示

し
た
通
知
を
発
出


月
に

は
公
定
規
格
に
﹁
菌
体
り
ん

酸
肥
料
﹂が
追
加
さ
れ
た
ま

た
東
京
都
と
Ｊ
Ａ
全
農
が


再
生
リ
ン
の
広
域
利
用
に
向

け
た
連
携
協
定
を
締
結
す
る

な
ど
肥
料
利
用
拡
大
に
向
け

た
下
地
が
整
い
つ
つ
あ
る


　
そ
う
し
た
国
・
自
治
体
の

動
向
に
呼
応
し

民
間
企
業

有
志
が
参
集

安
定
的
・
経

済
的
な
下
水
汚
泥
資
源
化
シ

ス
テ
ム
の
構
築

肥
料
の
実

証
実
験
・
調
査
・
広
報

そ

し
て
肥
料
化
施
設
の
建
設
・

運
営
を
地
元
企
業
が
担
え
る

体
制
の
構
築
な
ど

下
水
汚

泥
の
肥
料
利
用
拡
大
に
向
け

た
課
題
解
決
へ

受
け
皿
や

橋
渡
し
役
を
担
う
業
界
団
体

と
し
て

同
協
会
が
設
立
さ

れ
た


　
具
体
的
な
活
動
と
し
て

は

国
交
省
を
中
心
と
し
た

関
係
省
庁
へ
の
提
言
活
動

や

資
源
化
事
業
を
検
討
し

て
い
る
地
方
公
共
団
体
の
相

談
窓
口
の
開
設

肥
料
化
施

設
の
計
画
・
建
設
・
運
営
や

肥
料
販
売
に
関
す
る
情
報
収

集
な
ど
を
手
掛
け
る

ま
た

資
源
化
物
の
品
質
・
成
分
や

微
生
物
の
有
効
性
な
ど
の
広

報

さ
ら
に
は
肥
料
利
用
者

へ
の
マ

ケ
テ

ン
グ
活
動

や
啓
蒙
活
動
に
つ
い
て
も
取

り
組
ん
で
い
く
ほ
か

資
源

化
施
設
や
関
連
農
場
に
お
け

る
現
場
研
修
会
な
ど
も
企
画

し
て
い
く


　
設
立
に
際
し
ゼ
ネ
コ
ン


コ
ン
セ
ル
タ
ン
ト

プ
ラ
ン

ト
メ

カ


施
設
管
理
企

業
ら
会
員
企
業

社
が
賛
同

し
入
会


　
会
員
企
業
は
次
の
通
り


▽
安
藤
ハ
ザ
マ
▽
オ
リ
ジ
ナ

ル
設
計
▽
キ

ウ
ワ
エ
コ
テ


ク
▽
共
和
化
工
▽
共
和
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
▽
水
道
機
工
▽

日
水
コ
ン
▽
北
海
道
山
有
▽

和
饗
エ
コ
フ


ム
▽
渡
辺

建
設
︵

音
順
︶
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